
令和8年（2026年）3月25日発行 5

広報新宿の個別配達に関するお問い合わせは、広報新宿個別配達コールセンター☎（5358）9537（土・日曜日、祝日等を除く午前8時30分～午後5時15分）・FAX（3361）0755へ。

44月月11日日からのからの新新サービスサービス
NewNew戸籍証明書等が電子申請で戸籍証明書等が電子申請で

取得できるようになります取得できるようになります
NewNew住民票の写しや戸籍証明書等の住民票の写しや戸籍証明書等の
郵送請求でキャッシュレス決済が郵送請求でキャッシュレス決済が
利用できるようになります利用できるようになります

　発行手数料の支払いにキャッシュレス決済（クレジットカー
ド、PayPay）が利用できるようになります。
※戸籍住民課に請求書類を郵送する必要があります。
※請求書類の郵送前に新宿区ホームページ（右上二次元コー
ド）から利用申請をしてください。
※領収書は発行されません。
問 ▶戸籍…戸籍住民課戸籍係（〒160-8484歌舞伎町1-4-1）☎（5273）
3509、▶住民票…戸籍住民課住民記録係☎（5273）3601

　ご遺族の方の各種手続きについて相談できます。
電話相談☎（5273）0819 
日 月〜金曜日（祝日等を除く）午前9時～12時、午後1時～5時
対面相談（要予約）
日 月〜金曜日（祝日等を除く）午前9時～12時、午後1時～4時
場 戸籍住民課戸籍係（本庁舎1階）
申 月〜金曜日（祝日等を除く）午前9時〜12時、午後1時〜5時に電話でお
くやみ相談専用ダイヤル☎（5273）0819へ。
共通事項
対 区に住民登録していた方のご遺族
問 戸籍住民課戸籍係☎（5273）3506

　マイナンバーカードとスマートフォンを利用して、24時間ど
こからでもオンラインで、住民票等に加えて下記証明書の取
得申請・決済ができるようになります（決済はクレジットカード、
PayPayのみ）。証明書は後日、ご自宅へ郵送します。
取得できる証明書 
　戸籍証明書（戸籍謄本・戸籍抄本）、戸籍の附票の写し、身分証明書、独身
証明書、住民票の写し、住民票記載事項証明書　
※発行手数料のほかに郵送料がかかります。
※領収書は発行されません。
問 ▶戸籍…戸籍住民課戸籍係☎（5273）3509
▶住民票…戸籍住民課住民記録係☎（5273）3601

NewNew 区民葬儀での区民葬儀での
新たな助成制度を開始します新たな助成制度を開始します

　区民葬儀利用者の負担軽減のため、23区共通の新たな助
成制度を開始します。
　助成要件や申請方法等詳しくは、戸籍住民課（本庁舎1階）・
特別出張所で配布している申請書または新宿区ホームページ

（右上二次元コード）をご覧ください。
問 戸籍住民課戸籍係☎（5273）3506

　補聴器購入費の助成は、助成決定後に購入した補聴器が対象です。補聴器
の要件等詳しくは、お問い合わせください。
●拡充内容
▶支給対象年齢を、70歳以上で聴力の低下した高齢者から、65歳以上で聴

力の低下した高齢者に引き下げます。
▶現在は片耳分のみ支給していますが、必要に応じ、両耳分の補聴器を支給しま

す。生活保護等を受けている方や住民税が非課税の方の自己負担もなくします。
▶補聴器購入費の助成限度額を、現在の3万3,000円（生活保護等受給者は

3万5,000円）から、7万2,450円に引き上げます。
対 区内在住の65歳以上で医師から補聴器が必要だと認められた方（所得制
限なし）

※「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17
年法律第123号）第76号」に基づく補聴器の支給対象者は対象外です。
※前回支給を受けた日から5年間は支給を受けられませんが、令和3年4月1
日～8年3月31日に補聴器の支給を受けた方、または令和7年4月1日～8年
3月31日に補聴器購入費の助成を受けた方は経過措置があります。詳しく
は、問合せ先または高齢者総合相談センターへお問い合わせください。
自己負担等 ▶補聴器の支給…片耳の場合2,000円、両耳の場合4,000円

（生活保護等を受けている方、住民税非課税の方は自己負担なし）
▶補聴器購入費の助成…7万2,450円を上限に実費を助成
問 高齢者支援課高齢者支援係☎（5273）4305・FAX（5272）0352

44月月11日日から補聴器支給等事業を拡充しますから補聴器支給等事業を拡充します

NewNewおくやみ相談窓口を開設しますおくやみ相談窓口を開設します

※往復はがきは、各記事で指定がある場合のみ。　※費用の記載のないものは、原則として無料。　
※電子メールは、件名に講座・催し名を記入。

日 =日時・期間
場 =会場・場所
対 =対象

費 =費用
持 =持ち物
主 =主催

共 =共催
申 =申込・申請方法
問 =問合せ

定 =定員
内 =内容
講 =講師

　 =オンライン開催　　　 =HPで詳しく

はがき・ファックス
等の記入例 ①講座・催し名 ②〒・住所 ③氏名（ふりがな）

④電話番号（往復はがきの場合は、返信用にも住所・氏名）

講座・催し等の申し込み

…こども・教育 …すべての方…高齢者・介護 …事業者の方…障害のある方 …人材募集
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